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ユーザー紹介／第 96回

�

部の位置づけとウェートの推移

応用技術 株式会社 
エンジニアリング本部 防災・環境解析部

User
 Information

応用技術株式会社 エンジニアリング本部

防災・環境解析部

URL● http://www.apptec.co.jp/

所在地●東京都文京区（東京オフィス）、大阪市北区（本社）

業務内容●数値解析およびシミュレーション技術、

GISなど先進のITを活用した環境、防災、およびアセッ

ト分野に関わるエンジニアリングサービス

応用技術株式会社 エンジニア 本部 防災・環境解析部の皆さん

応用技術株式会社 東京オフィスビル外観
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対象業務の特徴と最新トピックス

FRAME(3D)からESへ、導入の流れ応用技術株式会社の事業概要　
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ユーザー紹介／第 96回

�

ツールへの評価と今後の展開

Engineer's Studio®による解析のようす
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今回は、ネットワークの話題として取り上げられるIPv6のお話です。これは、IPプロトコルの
Version6という意味で、現在の IPv4の上位のバージョンとなります。10年以上前からIPV4の
アドレスでは不足することが指摘されており、その解決策として IPv6が開発されました。そして、
昨年ついに割り当て可能な IPv4のアドレスの空きがなくなったため、インターネットは IPv6への
移行が急激に進むと見られています。

IPv6
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ゲームエンジンUnity

■ 最近のゲームエンジンの動向

■ Unity エンジンについて

■ マルチプラットフォーム対応

■ フォーラムエイトソフトウェアとの連携について

ゲ ムエンジンUnity����������	
便利ソフト情報

�
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�����	���

便利ソフト＆
　　　最新デバイス情報
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■ 高い汎用性と自由度でトップシェア、
　 ネットブックに迫るスペック

　

■ Android対応 VR-Cloud®をリリース、
　 HPもスマートフォン対応予定

�

�

�

最新Android 携帯事情最最最新Android 携帯事情���
����
最新デバイス

�
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座

誌上セミナー

Vol.

 データ連携の基本

 UC-win/Roadの道路データ構造

　Road オブジェクトの下にある各TurningPoint は、平面線形の

IP点（Intersection Point）を定義します。これは道路直線空間の

延長線が交差する点になります。平面線形はTurningPoint の配列

で定義され、その配列はRoad オブジェクトの turningPoint プロ

パティからアクセスします。

　各 IP点において直線空間を結ぶ曲線のパラメータを定義し、曲

線の計算をする関数も用意されています。UC-win/Road では、次

のような５種類の IP点があります。

1.円：円形のカーブ

2. 緩和曲線・円・緩和曲線：カーブが急に円形になることを防ぐた

めに緩和曲線から入り、緩和曲線から出るカーブ

3. 緩和曲線・円 ： 緩和曲線から始まる、あるいは終わるカーブ

4.円・緩和曲線 ：上記と同じカーブですが、線形の進行方向に対し

て緩和曲線と円の順を入れ替えたカーブ

5. 緩和曲線：緩和曲線のみのカーブです

　上記のようなカーブは、別のカーブと組み合わせた形でよく用

3次元CAD連携プラグイン8

IF8TurningPoint IF8RoadThing IF8VerticalCurve

turningPoint[] thing[]

curvePoint[]

縦断線形

平面線形の
方向変化点

横断面の変化ま
たは橋梁やトン
ネル空間の定義

縦断線形の方向変化点

IF8Road

IF8VerticalCurveTurningPoint

IP点1

IP点2

IP点3

IP点4

IP点5

直線

直線

直線

曲線 曲線

曲線

 ■図 1 

 ■図 2 
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土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講座建築エンジニアのためのプログラミング入門講座土木建土木建築エンジニアのためのプログラミング入門講ング入のたンジ プロ

Vol.Vol.88
いられます。TurningPoint の主なメンバーは図 3 の通りです。

TurningPoint の種類によって使用されるパラメータと使用されない

パラメータがあります。

　たとえば、Circle（円）の種類であれば緩和曲線に関するパラメー

タは使用されません。データ構造上では _CircleTransitionCircle 

( 円・緩和曲線・円 )の種類が宣言されていますが、実際は使用さ

れていません。なお、_RoadVertex はスプライン道路に使用され

ています。

　道路の横断勾配は Section（横断面）オブジェクトで定義され、

1本の道路の中で横断勾配を変えることができます。起点または途

中の横断勾配を設定するには、Section オブジェクトを適用します。

1つのSection オブジェクトは複数箇所への適用や、別の道路への

適用が可能です。

　Section オブジェクトを適用するには、RoadThingというオブ

ジェクトを使用します。RoadThing オブジェクトは道路の変化を定

義します。横断面の変化の場合は道路線形上で変化を適用する追

加距離を保存し、適用するSection オブジェクトを参照します。

　RoadThingを使用して、横断面の変化のほかにTransition、橋梁、

トンネル空間なども設定できます。Transition は 2つの横断面変化

の間に追加し、横断面の形状が急に変化しないように補間処理を

設定するために使用します。RoadThing のクラス構造は図 4の通

りになります。

　道路の縦断線形は平面線形と同様に方向変化点の配列を持ち、

縦断線形の直線空間を結ぶ曲線のパラメータを設定します。

  VerticalCurve オブジェクトの curvePointプロパティから IP点に

アクセスします。縦断線形の場合は２次曲線を使用し、設定できる

パラメータは曲線の延長、所謂 VCL(Vertical Curve Length)にな

ります。

Section( 横断面 ) オブジェクトが道路に適用されることで道路

の横断勾配が定義されます。Section オブジェクトのリストは道

路のリストから独立し、ProjectForRoad オブジェクトのSection

プロパティからアクセスできます。１つの横断面は４つの断面を定

義する必要があり、それらは路面・歩道等を含む断面、橋梁空間

で適用される橋梁断面、トンネル断面路面、道路付属物に使用す

る路面の標高プロファイルとなります。

　それぞれの断面形状は点の配列で定義され、各点に属性が保存

されています。２つの点の間に線分があり、描画方法は設定した

属性で決まります。

　また、線分の属性は２つの点のうち先の点の属性を使用します

（図 5）。属性の中では、縁石、歩道、植樹帯、ガードレール、車道、

その他」などの線分の種類があります。「車道」の場合は車線数

および左側か右側かという設定も必要になります。

 道路APIに関するサンプルコード

　

RoadThing
+position : double
+what : RoadThingType

+leftMergeTowardsMedian : boolean
+leftInitialShape : integer
+leftFinalShape : integer
+rightMergeTowardsMedian : boolean
+rightInitialShape : integer
+rightFinalShape : integer

+length : double

RoadThingSectionChange RoadThingWithLength

RoadThingTransition RoadThingSection RoadThingTunnel RoadThingBridge
+sectionIndex : integer +startAngle : double

+endAngle : double

断面変化の定義 トンネル空間の定義

空間の定義

橋梁空間の定義

+GetPathProbabilitiesByGroup() :
  IF8PathProbabiities

Transitionの定義

親クラス
道路の変化の定義

 ■図 3　RoadThing のクラス構造

直線

曲線
直線

293.2260.0

3.814％ -4.194％

VCL 152.6
IP点

 ■図 4  縦断線形
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誌上セミナー
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Sect

+name : string
+point : PluginSectionBitType[index:integer]
+numberOfPoints : integer
+bridgePoint : PluginSectionBitType[index:integer]
+numberOfBridgePoints : integer
+tunnelPoint : PluginSectionBitType[index:integer]
+numberOfTunnelPoints : integer
+RightCutting : IF8SectionSide
+LeftCutting : IF8SectionSide
+RightBanking : IF8SectionSide
+LeftBanking : IF8SectionSide

IF8SectionSide

+Step : IF8SectionSideStep[index:integer]
+Count : integer

PluginSectionBitType

+point : F8PointType
+colour : TColor
+designation : 
SectionSurfaceDesignationEnum
+left : boolean
+numberOfLanes : integer
+texture : IF8Texture
+textureScale : double
+textureStretchScale : double
+textureMovement : boolean
+textureSpeed : double
+useScale : boolean
+streatch : boolean
+alpha : integer
+invisible : boolean
+transparent : boolean

横断面
オブジェクト

断面の頂点
を定義する
オブジェクト

法面を定義する
オブジェクト

Cutting/Banking

Point
bridge Point
tunnelPoint

6..*

4

 ■図 5 横断面

エンジニアのプログラミング入門セミナー   



プログラミングの経験のある

土木建築エンジニアが、

グラフィックス・プログラミング、

並列プログラミングを学ぶ入門書。

UC-win/RoadのSDK（開発キット）を活用した

VRのOpenGLプログラミングから、

先端の並列グラフィック言語

CUDAの応用まで、わかりやすく解説！

電子書籍版「先端グラフィックス言語入門～
OpenGL Ver.4 & CUDA～」

フォーラムエイト パブリッシング 出版・販売書籍籍
amazon.co.jp

ググ

BOOK
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ITS 世界会議

ITSをめぐる流れとITS 世界会議の位置づけ

国と連携し、民間サイドの視点で
日本の ITS 推進をリード

“ITS世界会議東京 2013”に向けて

（2013年10月号まで掲載予定）

新連載
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㈱フォーラムエイトは、ITS Japan の賛助会員です。
ITS 世界会議には、2005 年サンフランシスコから展示、発表
などに参加しています。



Up&Coming96 号 Topics16

������ ［福井県］

福井市の九頭竜川に架かる。当地には古くから舟を鎖で繋いだ橋
が架かっていたことから、通称舟橋と呼ばれている。
1578年、柴田勝家が刀狩で集めた刀や鉄砲を利用して、黒竜渡（渡
船場）のあった現在の九頭竜橋付近に48艘の舟を並べて鎖で繋ぎ
留め、その上に板を渡した初代の舟橋を架設する。
この橋は当時、越中の神通川舟橋と並んで「天下の三大舟橋」と
称され全国に名を知られた。1878年、明治天皇の北陸巡幸にあわ
せ木橋が架設された。1948年福井地震で損壊、1951年に現在の
九頭竜橋が竣工、復興のあかしでもあった。

九頭竜橋�

橋長 ● 295.2 ｍ 幅員 ● 7.5 ｍ

永平寺町鳴鹿と東古市間の九頭竜川に架かり長さ 162.5 ｍ。
1875年に福井市の舟橋が木橋となり不用になった舟、20艘ほ
どで舟橋を架設したのが最初。後に、ケヤキ柱を使ったつり橋と
なった。現在の橋は1964年に完成した。

鳴鹿橋（なるかばし）�

福井市

福井市

橋長 ● 162.5 ｍ 幅員 ● 7 ｍ

鳴鹿橋(なるかばし）

平成20年3月福井城400年を契機として復元、整備された。藩
主が政庁であった本丸と西三ノ丸とを往復するための専用の木橋。
天守台の目の前にあり、福井城内に明治初期まで架かっていた木橋
を現地にほぼ忠実に復元したもの。総ヒノキ造りの橋は、屋根のお
かげで色あせることもなく、美しい姿を保っている。

御廊下橋（おろうかばし）

橋長 ● 14.5 ｍ 幅員 ● 3.6 ｍ

	 福井市

戦国期の朝倉氏時代にはすでに存在していたが、一般には天正3
年（1575年）柴田勝家が架けた橋と言われている。それは「半
木半石」（北側半分が木材、南側半分が石材）と特徴ある架け方
をしたことに由来している。構造は江戸時代も変わらず、九十九
橋（米橋、大橋とも呼ばれた）は、奇橋、名橋として全国に知ら
れるようになった。
架け替えは江戸時代に定期的に行われ、明治7年にも最後の「半
木半石」構造で架け替えられたが、明治42年に過去10回以上
にわたる半木半石構造に終止符を打ち、木造トラス橋になった。
その後、昭和8年、昭和61年に架け替えられた。

九十九橋


橋長 ● 144ｍ 幅員 ● 26ｍ

福井市
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ＮＰＯ法人 シビルまちづくりステーション
近畿の橋百選より

����������	���������	
��

参考文献：「鉄の橋百選」成瀬輝夫 編 東京堂出版 /「日本百名橋」松村 博 著 鹿島出版会

箱ヶ瀬橋

1968年、ダム完成とともに奥地資源搬出のため、架けられた。
当時、いつか実現するであろう、本四架橋（瀬戸大橋）のモデル
橋として九頭竜湖に架けられた吊橋である。
柔構造の主塔と捻り剛性の大きいトラスの補剛桁を採用し我国で
は珍しい平衡線ケーブルを用いた。
完成後、各種測定を行い、そのデータが瀬戸大橋に使われた。平
衡線ケーブルを使った吊橋としては、長野県の金谷橋についで古
い。夢の架け橋とも呼ばれている。

朱塗りの雄島橋は周囲約2ｋｍの雄島に架かり歩いて渡ることがで
きる。橋を渡り大鳥居をくぐると78段の石段があり、上に大湊神社
が祭られている。境内からは東尋坊を臨むことができる。架橋は昭和
初期と言われている。4月20日には、雄島祭りが行われ重さ300kg
の舟神輿が雄島橋を渡り、クライマックスでは神輿が海を渡る。

雄島橋

�

�

幅員 ● 4.4 ｍ橋長 ● 266ｍ

橋長 ● 224ｍ 幅員 ● 約 3.5 ｍ

坂井市

1973年に架けられた若狭湾最大の海上橋で ,自動車、歩行者用の
橋で、小浜湾・青戸の入江から大島半島へ渡る大橋。
かつて陸の孤島と呼ばれていた大島半島の大島地区、犬見地区と、
おおい町市街地を最短で結ぶ非常に重要な橋である。

青戸の大橋

橋長 ● 743m 幅員 ● 8 ｍ

� おおい町

大野市 アイリスブリッジ橋

1999 年に全面開通した北潟湖に架かる真っ赤な斜長橋でハミ
ングロードのシンボル。このアイリスブリッジを中心に湖畔を
一周できるハミングロードが整備されている。自転車、歩行者
専用で 2ヵ所に設けられた高さ 23 ｍの主塔が特徴的である。
冬期を除いて毎日ライトアップされる。
天候がよければ白山連邦から登る初日の出を望むことができ近
年、初日の出スポットとして人気を集めている。
アイリスは花菖蒲の意味で、あわら市の花に選定されている。

橋長 ● 175ｍ 幅員 ● 4ｍ


 あわら市
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 福田知弘氏による 「都市と建
築のブログ」の好評連載の第16回。毎
回、福田氏がユーモアを交えて紹介する
都市や建築。今回はクリチバの3Dデジ
タルシティ・モデリングにフォーラムエイ
トVRサポートグループのスタッフがチャ
レンジします。どうぞお楽しみください。

●人間環境都市・クリチバ
人口180万人のブラジル・クリチバ

（Curitiba）市。サンパウロから西へ 400km

離れた、ブラジル南部パラナ州に位置する

州都。92年ブラジルで開催された地球サミッ

トで一躍有名となり、都市計画・交通政策・

環境政策において世界中の専門家から注目

を集める人間環境都市だ。

1971年、弱冠33歳のジャノメ・レルネル

（Jaime Lerner）氏が市長となり彼が中心と

なって、「人が主役のまちづくり」をコンセ

プトとしながら、経済的にも技術的にもク

リチバ市にとって無理のないプロジェクト、

市民が理解しやすいようなシンプルなプロ

ジェクトを継続的に実施してきた。レルネ

ル氏のスタンスとは、

- The city is not a problem, the city is a 
solution.
- 都市は人間のためにあるべきである。
-都市には金持ちも貧乏もいる。スラムは

必ずできる。それを阻害するのではなく、
如何に一緒に考えるかを行政が考えない
といけない。
-今よりもこれ以上悪くしない。鍼治療が
必要。

筆者は2006 年夏に訪問したが、まずク

リチバ空港に到着して驚いたことを2つ紹

介しよう。

1つ目は、到着ロビーの中央に、市のイ

ンフォメーションセンターがあって非常に

わかり易くデザインされた観光案内地図を

配っていること。市内に行くにはどうすれ

ば良いかという不安を真っ先に払拭してく

れた。

2つ目は、空港から市内へ頻繁にアクセ

スするシャトルバスの存在。タクシーであれ

ば市内までR$50～ 60（2,500 ～3,000円）

かかるところを、シャトルバスはR$6（300

円）という低価格で運行していた。それで

はプロジェクトを幾つか。

●花通りプロジェクト
都心の繁華街から車を追い出した通称花

通り（1972年）。クリチバの成功はここから

始まったといわれる。就任したてのレルネ

ル市長は、市内有数のメインストリートの

一区画を閉鎖して、わずか72時間で歩行

者専用道を整備（南米初）。車を閉め出され

た沿道の商店主は客足が遠のくことを心配

して大反対。しかし、市民が以前より花通

りに集まるようになり、商店街の売り上げも

向上したこともあって、次第に反対する者

は誰もいなくなったそう。土曜日の早朝に

歩いたが、子供達のお絵描きイベント、絵

画展、テレビ中継などが行われ賑やか（図

1）。夜景も中 （々図2）。

●密な道路計画と土地利用計画
クリチバの自動車数は 80万台。市民 2

人に1台の割合となるが、これは同規模の

都市と比べると30％も少ないのだそう。そ

の成果の基になる政策の一つがトライナ

リーシステム。

トライナリーシステムは、都市の発展方

向に幹線軸を5本整備し、それぞれの幹

線軸上には互いに並行する3本の道路を整

備。中央の道路は急行バス専用レーンを有

する道路、両側には郊外から都心へ流入す

る一方通行の道路と、都心から郊外へ流出

する一方通行の道路。この道路計画と土地

利用計画が密接かつ肌理細やかに設定され

ており、建物の高層化はこれら3本の道路

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

大阪大学大学院准教授   福田 知弘

����16
ブラジル：クリチバ：まちの主人公は人

1971年兵庫県加古川市生まれ。大阪大学大学院准教授、博士（工学）。環境設計情報学
が専門。高松市4町パティオデザイン、近江八幡市のまちづくり、台湾Next Gene20 など、国内外のプロ
ジェクトに関わる。安藤忠雄建築展 2009水都大阪1/300 模型制作メンバー、NPO法人もうひとつの旅ク
ラブ副理事長、大阪旅めがねエリアクルー。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VR
プレゼンテーションと新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/

図1,2　花通り朝景と夜景

図3　都市軸俯瞰

戦
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の内側だけに可能である。そのため、都市

の中心部に必要な機能を集約することがで

き、幹線軸上に都市の骨格を形成すること

ができる。高密度な土地利用がなされるた

め交通機関の利便性を高めることも可能。

まさにコンパクトシティ（図3）。

●バス輸送システム
都市の発展による交通問題解決のため、

クリチバでは、経済的・技術的な問題と短

期間での解決を目指し、地上にバスを走ら

せながら地下鉄のように運用する方法を考

案した。「クリチバ市民はどこに住んでいて

も500m歩けば 5分に1本以上の頻度で

来るバス停留所にアクセスできる」という

目標のもと、バス専用レーンを設置し、そ

こにボルボ社と共同開発した3連結の急行

バス（定員270人。図4）を走らせ、チュー

ブ型バスステーションを開発して乗降時間

を短縮させ（図5）、均一料金として市内ど

こにでもバスで自由に行き来ができるよう

にした。近年では、サトウキビを燃料にし

たバイオディーゼルの研究も行われている。

●55.0m2 ／市民
1971年以来、クリチバは積極的に緑化

を推進。市民一人あたりの緑地面積の変遷

を見ると、1971年 0.65m2 に対して1992

年 50.15m2、2002 年 55.0m2 と、わずか

30年間で55m2も増加。緑地面積を増や

すための戦略として、宅地造成や土地造成

に不向きなところ、河川敷などの氾濫源、

放置されている崖や石切り場跡など、不都

合なところをうまく利用して公園にしている

ことが挙げられる。図 6はその一つ、バリ

グイ公園。公園整備を進めると不法侵入が

増えるともいわれるが、公園整備に併せて

自転車道路を整備することで人の目が届く

ようにし、不法侵入者を住まわせないとい

う工夫も併せて実施。

●ゴミでないゴミプログラム
クリチバは環境政策にも

熱心。例えば再生可能な

ゴミの分別収集プログ

ラム。市民の意

識を改革する目

的で、扱い方を

工夫して、ゴミ問題では

なく自然資源の節約・自然保護への参加協

力を期待した環境教育として実施している。

ゴミ分別を、強制や押し付けではなく、な

ぜ分別するかをはっきりと理解させながら、

楽しくボランティア的なものとして考えてい

るそう（図7）。「分けなくては駄目」と言っ

たらおしまい。分けることによって人々が良

いことをしているという意識を持たせよう。

このような取り組みは大人になってからは

中々実行しづらいので、子供に積極的に教

えているそうだ。

この他、主にスラム街に住む人々を対象

としてゴミと食料を交換する「ゴミ買いプロ

グラム」や「緑の交換プログラム」「環境寺

子屋教育」「水を見ようプログラム」など、

幅広くトライ。

●再利用の精神
オスカー・ニーマイヤー博物館は、全て

新築とするのではなく、1960年代に建設さ

れたニーマイヤー設計の古い学校施設を再

利用。この施設と新しい目玉のようなフォル

ムの建物を地下道で結ぶことで、短期間で

事業費を抑えて完成したそうである（図8）。

こんな、再利用の建物がクリチバには多数

存在する。やはりレルネルさん。

●中村ひとしさん
クリチバ訪問時には、長年、クリチバの

環境都市づくりを推進してこられた中村ひ

としさんを訪ねた。といっても、中村さん

と連絡が通じてお会いできる事が決まった

のはクリチバに着いた翌朝。夕方にはクリ

チバを発つ。中々連絡が通じなかったのだ

が、これほど「会いたい」と思ったことも

珍しいかもしれない。御多用の中、非常に

親切に丁寧に案内をして下さり感謝している

（図9）。図4　3連結バス

図6　バリグイ公園

図5　チューブ型バスステーション 図7　分別収集の様子

図８　オスカー・ニーマイヤー博物館

図９　植物園で中村ひとしさんと

境政策にも

生可能な

プログ

問題では
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感動して帰国して早 、々学生にクリチバへ

行ってみないかと声をかけたところ、博士

前期課程の坂井健一君（現・パシフィックコ

ンサルタンツ㈱）が立候補。㈶安藤忠雄文

化財団から助成を受け10日間程滞在。報

告書の分厚さからして、非常に有益な研修

だったようだ（図10）。

中村さんはその後、度々日本に来られて

いる。来阪の折を見計らって、講演会や学

生とのワークショップを開いてくださった（図

11, 12）。話が本当に面白く、若者から多数

の質問が飛び出したことが忘れられない。

クリチバの環境都市づくりの詳細は、服

部圭郎著「人間都市クリチバ―環境・交通・

福祉・土地利用を統合したまちづくり（学芸

出版社）」詳しい。是非、ご一読を。

「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成し

た高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシティ・クリチ

バのレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動

画ファイルの提供が可能です。また、POV-Rayを利用しているため、UC-

win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

�

UC-win/Roadによる3次元VR（バーチャル・リアリティ）モデルを作成
したものです。ブラジルの“人間環境都市”クリチバの景観を表現しまし
た。幹線の専用レーンを急行バスが走る交通流や道路中央のチューブ型

バスステーションを表現しています。街の中心のひとつ、ルイ・バルボサ

広場のチューブを連結したバス・ブースや各種のバスが集まるバスステー

ションをモデル化し、また、緑豊かな環境都市の象徴として、植物園と日

本広場のほか、カラフルな分別ゴミ箱も表現。植物園では独特な形状の温

室、人工的整形の植栽が幾何学模様を描くフランス式庭園をモデル化し

ました。日本庭園の景観はスパコンによるレンダリングを行っています。

■VR-Cloud® 閲覧URL：http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog13.htm#city

「クリチバ」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・クリチバby UC-win/Road

図11,12　大阪大学での中村ひとしさん講演会とワークショップ

�

図10　坂井君と寺子屋の子供達
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FORUM8 KOREA開設／ 設立記念セミナー開催

	�
���
�
���� �

プライバシーマーク認証取得 のお知らせ
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FORUM8デザインフェスティバル2011-3Daysの
講演発表・講評ムービーをＨＰにて掲載中

FORUM8 Publishingより配信中！
各種HTML形式メールニュースやプレスリリース等のご紹介
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VR-Cloud® Android対応版がメディアで紹介、ＱＲコードも提供中！
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products

�����
 �ユーザ

	�	����

������

������

	�	����

�������

������

�	�����������

������

���
��

�������

		�����

���
��

�	����

����������
����������

�������

������

������

�������

������

������

������

������

������

������

������

	�����

	�����

	�����

	�����

����������　 ���������� ����������



Up&Coming96 号 New Products & Service30

New Products
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New Products
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New Products

●バーチャルリアリティによる道路設計セミナー
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New Products

●UC-win/Road Advanced・VRセミナー ● UC-win/Road・エキスパート・トレーニングセミナー●UC-win/Road･VRセミナー
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New Products
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New Products
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New Products

●3D 点群・出来形管理システム体験セミナー
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New Products
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New Products
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New Products



Up&Coming96 号 New Products & Service40

New Products

●深礎杭基礎の設計セミナー
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New Products

●擁壁の設計セミナー
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New Products

●ボックスカルバートの設計セミナー
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New Products

●柔構造樋門の設計セミナー
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New Products
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New Products



Up&Coming96 号 New Products & Service46

New Products

●下水道・水工設計体験セミナー
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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New Products
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User Information

Multiframe
総合情報 
Vol.25

 INFORMATION

for USERS

Multiframe ●3次元構造解析セミナー
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User Information

xpswmmxpswwm
総合情報 
Vol.26

INFORMATION

for USERS ●浸水氾濫津波解析セミナー
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User Information

MaxsurfMaxsurf
総合情報 
Vol.25

INFORMATION

for USERS ●Maxsurf セミナー
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The 2nd Virtual Design World Cup 第２回学生
ＢＩＭ&VRコンテスト オン クラウド 開催概要決定！

�

Theme2012　 “Sustainable Design of MarineCity” 
海上都市のサステナブルデザイン
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New Products 2012 New Products 2012 

NEW

Ver.UP

Ver.UP

NEWVer.UP

Ver.UP

Ver.UP

Ver.UP

® Ver.UP

Ⓡ

Ver.UP



Ver.UPNEW

Ver.UP

Ver.UP Ver.UP

NEWNEW

Ver.UP NEW

NEW Ver.UP

NEW Ver.UP

www.forum8.co.jp
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最先端の3Dコンテンツ技術を紹介

３Dプロジェクションマッピング

新連載 （全４回）
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Support Topics



Up&Coming96 号Support Topics 65



Up&Coming96 号 Support Topics66

Support Topics
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Support Topics

�



Up&Coming96 号Support Topics 69

�

�



Up&Coming96 号 Ieiri labo70

イエイリ・ラボ体験レポート

vol.

イエイリ・ラボ
体験レポート

12
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「浸水氾濫津波解析セミナー」
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Ieiri Labo

●次回は、「新道路橋示書」セミ

ナーをレポート予定です。
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ディーラ・ネットワーク・ニュース

������	 株式会社フジ設計コンサルタント

ASTROX 佐藤未来研究所
���


ディーラ・ネットワーク・ニュース／コラボレーション・ニュース

スマフォヘリコプターから始まる、
　　　　　　 新しい農業スタイル

���������������� �������������
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海外イベントレポート
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2012 Korea Roundabout Seminar
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あいちITS2011
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国内イベントレポート
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自治体ソリューション・VR-Cloud®体験セミナー
����
�������	
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下水道・水工設計体験セミナー
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国内イベントレポート

新道路橋示方書セミナー「道路橋示方書の改定内容と製品の対応」
�
��
�����������

交通解析・VRシミュレーションセミナー
�
��
　�FEB������
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�

セミナープレビュー ／ イベントプレビュー

�������
新道路橋示方書セミナー「道路橋示方書の改訂内容と製品の対応」

�������
出展イベントのご案内



会場：品川 コクヨホール

Day2  

    
2012.9.20 木
The 13th VR Conference
第13回 UC-win/Road協議会
ドライビングシミュレーションセッション

Day3 2012.9.21 金 
The 6th Design Conference
第6回 デザインコンファランス

クラウド会場：VRcon.forum8.jp

Day1 2012.9.19 水
第11回3D･VRシミュレーションコンテスト･オン･クラウド2012

3D3D V
R
V
R

第　　回11

投票
プレゼント

Books

Day3
クラウド会場： Rcon.forum8.jpVR
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	���������	�� ���������		�������������������������������������������		�������������� �����������������������������������新製品／新バージョン情報
�

・オフロード走行 - 路面、歩道、法面、または道路外を自由に走行する機能
・車両運動モデルのデフォルトパラメータの改善
・xpswmmプラグインのスクリプト対応／シナリオ制御
・3DSファイルへのデータ出力機能
・ATI ビデオボード対応
・Civil 3D 2012／64bit 対応（Civil 3Dプラグイン）
・Sidra Intersecion 5.1対応（Sidraプラグイン）
・スピードメータ／タコメータ表示機能（MPH対応）
【有償オプション】
・クラスターオプション
　（複数 PCによる負荷分散マルチモニタ表示機能。）

・歩行者の群集移動　・FBXアニメーション対応　
・RoadDataViewer プラグイン
・IFCプラグイン　・12d Model プラグイン　
・xpswmmとの連携（プラグイン）
・日本国土地理院の数値地図 5mメッシュ ( 標高 ) 対応　
・駐車場モデル読み込みプラグイン
・室内およびトンネル内の煙表現　・特殊気象機能の改訂　
・運転シミュレーション： 
コントローラの振動機能／タイヤスリップ音／キーボードによる運転シミュレーション

・その他の改訂：POV-Ray プラグイン／シナリオ機能／マイクロシミュレーションプレーヤー／　
　　　　　　   ECOドライブプラグイン

UC-win/Road クラスターオプション（複数 PCによる負荷分散マルチモニタ表示）のクライアン
ト PC用製品。

UC-win/Road Presentation Version+ECOドライブプラグイン

� 【無償改訂】
・レイテンシーの改善　　・各クライアントにそれぞれビデオをエンコードする機能の追加
・マウスホイール操作の実装、ズームイン・アウト操作性向上
・新しい空のレンダリングオプション、テクスチャの球面マッピングに対応
・インストーラの軽量化及び高速化　　
・ログ書き出し、アクセスやエラーログ機能を追加
・3D掲示板及び注釈の新しい保存サーバシステム　　
・3D掲示板及び注釈の設定の簡易化と統合

� ・Android クライアントの改訂
・オーディオ対応
・UC-win/Road Ver.6 ベース
・インラインヘルプ　　
・ディスカッションの一覧
・ディスカッションのカテゴリ

駐車場規格に基づいた駐車場設計を支援する弊社のCADシステム「UC-1 駐車場作図システム」
で作成した駐車場図面データをインポートするプラグイン。

IFC(Industry Foundation Classes) フォーマットで記述されたファイルの中の地形データを、
UC-win/Road へ地形パッチとしてインポート／エクスポートするプラグイン。

・UC-win/Road と 12d Model 間の双方向データ連携を行うプラグインツール
・データ連携の情報ファイルは、12d Model の「12d アスキーファイルフォーマット」を主として使用

歩行シミュレーション解析ソフト「Legion」とUC-win/Road の連携。

マンセルカラースペース出力プラグインにより現在の景観のマンセル表色系の色情報を無圧縮のバ
イナリファイルで出力するプラグイン。

®流体解析連携
プラグイン

VTK（Visualization Toolkit） ファイルからの流線の可視化が可能になる流体解析連携プラグイン。

・出来形管理帳票作成、３ＤＶＲ空間上で比較または目視確認
・点群に対応した出来形管理を行うUC-win/Roadプラグイン

UC-win/Roadの画面を複数PCに負荷分散マルチモニタ表示するプラグイン。クラスターウォール、
クラスタードーム

・歩行者の群集移動機能の対応　　・新しい煙モデルおよび煙トンネルの対応
・ドライビングシミュレーション機能の追加
　速度の上限設定、ハンドブレーキの対応、走行中の即時車両変更
・ストリートライト用のAPI 拡張　　
・オブジェクトごとのカスタムバイナリデータの対応
・エラー表示管理機能 

マルチクラスタシステムを使用することで、多数のディスプレイを連携させた、大画面表示を可能
にしたデジタルサイ ネージです。赤外線深度センサを使用することで、手足を使った直観的な操作
を可能にしています。電子広告の他、オフィス内の情報端末などに利用できます。

DTKは赤外線深度センサの基本的なデータ（深度マップ、ユーザー認識 ...）と高次機能 ( モーショ
ンキャプチャー、ジェスチャーインターフェース、３Ｄマッピング ...) を簡単に利用できるようまと
めたツールキットです。C/C++のライブラリとして使用するほか、データサーバーとしてあらゆ
る言語・プラットフォームからの利用をサポートします。

　
NPO地域づくり工房代表理事、環境アセスメント学会理事　傘木宏夫氏をファシリテータとして、VR
の活用により魅力広がる「参加型まちづくり」を実現するコンサルティングVRサービス。

病院や医療現場にで活用できるVR を用いたソリューション提案。
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NEW ARRIVAL 2011/10 - 2012/04

交通シミュレーションモデルを用いた交通解析と、UC-win/Roadによる交通シミュレーションモデル
に合わせたVRモデルの作成サービス。

® 「モバイル対応３D/VRナビゲーションシステム」
特定エリアの施設・地点案内を行うクラウドNAVI システム。
・各種地点／施設検索、目的別検索、ルート検索
・音声対応３Dナビゲーション、２D地図表示機能
・GPS、加速度＋地磁気 ”センサー対応自車検出
・３D視点切り替え、自動リルート

® スマートフォンなどのインターネット端末から、空き駐車場の検索・予約とVRによるナビゲーショ
ンが行えるシステム。

・平成 24 年道路橋示方書対応版（Advanced、Standardのみ）
・任意形状断面のDXF/DWG　インポート／エクスポートに対応
・基本荷重図の標準出力に対応
・分布ばね反力図と数値表に対応

® ・3次元有限要素の静的解析、動的解析、固有値解析、影響線解析 ( １本棒 )
・材料非線形、幾何学的非線形（大変位）、複合非線形
・弾性梁要素 、剛体要素 、ばね要素 、Ｍ－φ要素 、ファイバー要素 、平板要素（積層Reissner-
Mindlin 理論） 　

・平板要素はRC非線形（前川構成則）考慮可
® 【無償改訂】　

・断面と連動したＭ－φ要素やばね要素（Ｍ－θ特性）の自動算出
・曲率の照査、ばね要素の照査に対応　
・道路橋の残留変位照査に対応
・固有値解析時のフレーム要素とばね要素の剛性低減対応。
・連行荷重に分布荷重を考慮による列車荷重「EA荷重」の牽引分布荷重対応
・平板要素を用いた円筒水槽に地盤応答変位による荷重載荷機能
・平板要素を用いた円筒水槽に動水圧荷重載荷機能
【有償オプション】　
・ケーブル要素オプション

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　
・任意形状断面のDXF/DWG　インポート／エクスポートに対応

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　
・概算工事費算定機能

・WindowsVista/7 に対応　　・荷重の正負を反転させた荷重ケースの生成機能
・入力データ出力の構造図に支点、分布バネ図示機能
・入出力インターフェースの改善（読み込みボタン追加、入力一般事項出力など）
・ファイルの保存方法を簡素化、Viewer モードでのデータ編集警告に対応

・平成 24 年道路橋示方書対応版

・平成 24 年道路橋示方書対応版

・平成 24 年道路橋示方書対応版

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・荷重組み合わせ時の断面力、変位の描画）反力の表示機能追加
・抽出荷重の選択肢細分化

・平成 24 年道路橋示方書対応版

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・隅角部照査に対応

・平成 24 年道路橋示方書対応版
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新製品／新バージョン情報

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　・杭種追加（鋼管ソイルセメント杭、SC 杭，回転杭）
・飽和土を用いた土圧算出　　・任意荷重の適用範囲の選択　　
・置換基礎形状拡張

・2008年 3月にリリースした中国基準対応版の有償改訂。最新の中国設計基準類の考え方に対応。

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　・杭種追加（鋼管ソイルセメント杭，SC 杭，回転杭）
・飽和土を用いた土圧算出　　・任意荷重の適用範囲の選択　　
・置換基礎形状拡張

・平成 24 年道路橋示方書対応版（鋼管ソイルセメント杭，SC 杭，回転杭）
・飽和土を用いた土圧算出
・置換基礎形状拡張

・平成 24 年道路橋示方書改訂対応版　　・FRAME3Dエクスポート順テーパーモデル対応
・保耐法計算速度／精度設定機能追加　　・せん断破壊型の終局位置判定方法拡張
・フーチング補強最小鉄筋量の算定拡張
・計算書結果一覧の出力項目選択機能追加

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・調表出力改善
・ハンチ筋の端部配置入力追加
・震度連携 L1直角方向断面２次モーメント算出骨組モデル保存機能追加

・平成 24 年道路橋示方書対応版

・橋梁モデルの解析にて、分担重量の算定方法を追加
・ブロック単位での結果を下部構造プロダクト側へ連動できるように拡張
・下部工形状入力「梁幅 柱幅」「柱幅＞梁幅」で作成された橋脚について、保耐法照査を追加
・「設計要領第二集 橋梁保全編 平成23年 7月」（NEXCO）の記述による、ゴム支承の回転機能の
　照査に対応　
・「解析データ出力」レベル1／レベル2の出力設定を追加
・上部構造形状入力「骨組直接入力」にて、上部構造の部材ごとの材質指定に対応
・下部工形状入力で段差フーチングに対応　　・架け違い段差形状のモデル化方法の指定を追加
・1基下部構造計算モデル橋軸直角方向分担重量自動算定時に隣接上部構造重量を使用できるよう拡張
・F3Dエクスポート：免震支承のバイリニア算定過程出力機能を追加。要素エクスポート形式拡張を拡張
・設計水平震度の標準値および固有周期の表示桁数の拡張

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・上部構造データ入力形式追加（ブロックデータ入力）

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・杭基礎：フーチング下面鉄筋を考慮した水平押抜きせん断照査、他軽微な要望
・直接基礎：荷重ケース30ケース拡張　　・連壁：常時、レベル１地震時の基礎バネ計算機能
・ケーソン：常時、レベル１地震時の基礎バネ計算機能
・鋼管矢板基礎：常時、レベル１地震時の基礎バネ計算機能　　
・液状判定：20m以深の判定に対応

・平成 24 年道路橋示方書対応版
・杭基礎：フーチング下面鉄筋を考慮した水平押抜きせん断照査、他軽微な要望
・液状判定：20m以深の判定に対応　　
・直接基礎：荷重ケース30ケース拡張

・擁壁、橋台等に設置する置換基礎（置換コンクリート，置換土）の安定計算、沈下量の検討。置換深
さの決定　

・道路土工擁壁工指針（（社）日本道路協会）、設計要領 第二集（NEXCO）等

・設備：塔類（ 塔及び縦置円筒形貯槽）、球形貯槽、横置円筒形貯槽、平底円筒形貯槽
・基礎：杭基礎（鋼管杭、PHC 杭）及び直接基礎
・高圧ガス設備等耐震設計設備に準拠した設計
・図化機能：直接基礎、杭基礎、各種躯体、鉄筋対応

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　
・隔壁数を基礎の設計と同レベルに拡張
・20m以深の液状化判定に対応　　・継手箇所を30 箇所に拡張

・平成 24 年道路橋示方書対応版　　・逆傾斜地層線対応
・隣接杭の影響拡張　　
・交差地層線の座標調整機能

・群集荷重を考慮した仮橋の設計に対応　　・現在使用されているメトロデッキに対応
・クローラクレーンの載荷方向の指定に対応
・はり、大引きの計算において、片持ち梁状態の変位計算に対応
・先端部地層より下層に連続する良質層がある場合の設計計算に対応
・桁受固定間距離に「受桁間隔」を追加　　
・橋軸方向のトラック活荷重で3組目を満載する機能を追加
・トラックの占有幅の任意設定に対応
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日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

日本語製品の機能を基本的に継承し、入力部、結果表示部、計算書作成、図面作成の全てを英語化した
製品。

・地盤の動的有効応力解析（UWLC）の等価加速度波形に連携
　（NEXCO地震時の安定計算（ニューマーク法）に対応）　
・ニューマーク法における地震動の方向正負の同時計算に対応
・地震時の場合に常時／地震時両ケースの同時印刷に対応
・震度法における設計水平震度の自動計算に対応
・杭工の設計を任意すべり以外に、円弧すべりで行えるように機能拡張

・双曲線法に対応　　・任意形状の盛土入力に対応
・SXF生成ツールおよびモデル作成補助ツールに対応
・地盤解析用地形データファイル（拡張子GF1）に対応

・補強土（テールアルメ）壁の内的安定計算及び外的安定計算
・適用基準：補強土（テールアルメ）壁工法設計・施工マニュアル（（財）土木研究センター）

・Ｕ型：形状追加（Ｂタイプ：側壁が傾斜している形状）（Standard 機能）
・堆積土圧防護柵照査　　・竪壁前面張出し位置指定
・安定照査ごとの浮力指定　　
・修正物部岡部法時の見掛けの震度対応

・最新の韓国設計基準の考え方に対応予定。　　
・鉄筋コンクリートを終局強度対応。
・耐震設計に韓国の地域性を考慮して行う

・地震時検討（NEXCO）：多層地盤対応　　
・土圧軽減（NEXCO）
・端部とハンチ端の曲げ応力度照査　　
・内空活荷重ケースの組合せ拡張　　
・分布活荷重入力　　　・計算書出力改善　　
・レベル2地震時検討：強制変位による方法追加

・アーチカルバートの横断方向，縦断方向の断面力算出および断面照査
・適用基準：道路土工カルバート工指針（H.21年版）（社）日本道路協会

・中壁のある形状に対応　
・開口計算モデルの平板解析、梁モデルの支持条件拡張
・頂版の支持条件拡張　　・地震時の液状化を考慮した浮き上がりの検討に対応
・レベル1の液状化の判定に対応　
・地盤変形係数E0の自動設定に対応
・スターラップの計算書計算式出力に対応　
・頂底版平面図作成での帯鉄筋作図に対応
・頂版・底版組立筋の形状に応じた上面図、下面図への作図に対応

・水道施設耐震工法指針 2009年版に対応　　
・耐震性能区分への対応　　・プッシュオーバー解析への対応　　
・部材の非線形性の評価としてファイバーモデルに対応
・Engineer's Studio®へのエクスポート機能に対応

・H-Q式による不等流流下能力計算　　・断面種類追加／拡張（馬蹄形、幌形）
・内挿断面の一括入力機能を追加　　・不等流計算ケースの一括作成機能を追加
･インポート時の座標の移動、スケール変更に対応　 
･不等流計算において、断面高を超えた水位を計算できるように改善

・断面形状の種類を追加、拡張　　
・インポート時の座標の移動、スケール変更に対応

・縦方向：三面水路への対応
・縦方向：内空寸法が変化する形状（浮体ゲート等の門柱のないモデルへの対応）
・縦方向：沈下計算拡張（圧密時間計算等）　　
・横方向：道路土工カルバート工指針の方法に対応
・横方向：自重の載荷方法拡張　　
・全構造物：道示の方法によるせん断照査，最小鉄筋量照査

・排水機場本体の地震時保有水平耐力法および応答変位法に対応。これにより、レベル２照査が可能
・終局曲げモーメントおよびせん断耐力での部材照査を行う

・マルチ2Dドメイン　・多重水路バッチコンバーター
・貯留池の最適化機能

・定常の検討にて、単井、群井に対応。
・等水位線図による計画水位の確認機能。
・多段配置対応（5段）

・直立壁タイプの重力式、扶壁式、突型式（逆T、L型式含む）に対応。
・壁体の滑動、転倒、基礎地盤の支持力の照査に対応。
・基本的に陸→海方向の検討で、永続状態 (常時 )、変動状態 (地震時 )の検討が可能。変動状態では、
動水圧を考慮することが可能。 
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・管理項目入力中のリアルタイムエラーチェック機能を追加
・電子納品支援ツール for SaaS のデータインポートウィザードを追加
・国交省正誤表等変更に対応

「電子納品支援ツール」をベースとしてSaaS（サース、Software as a Service ）化したもの。
データ作成／管理機能、検索機能、データ閲覧機能、データチェック機能、データ出力機能など。

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

・豊富な作図／編集／表示コマンドを揃えた柔軟で効率的な図面作成を可能とする２次元汎用CADで
あると同時に土木専用コマンドを備えた２次元汎用CAD「UC-Draw」と同様の機能をウェブブラウ
ザを通じて利用できるようにした製品

・サーバ上のユーザーストレージ領域へのCADデータ保存／読込に対応（インターネットを介して社
外先からもCADデータの閲覧やアップロード／ダウンロードが可能）

・UC-1 for SaaS 基本ライセンスが必要

・平成 24 年平成 24 年道路橋示方書対応版版

社員の配置を地図上で確認でき、倒壊危険や火災危険度、地震リスクなどのハザードマップなどと重ね合
わせることで、被災時における社員の配置の確認や、緊急時における配置計画に利用出来るツール。

・「陸上工事における深層混合処理工法設計・施工マニュアル」（（財）土木研究センター）に対応

・新機能SmartParts、パラメトリックなオブジェクトを作成できる機能
・OpenGL Graphics libraryを使用した、グラフィックスエンジンの改善
・インポート／エクスポートファイルの拡張（DWG/DXF2010/2011/2012,DGN V8,STL,SKP）
・レポート機能の最適化　　・Allplan Connect サービスによるモデル、テクスチャ等のダウンロード対応
・ファサード機能の改善（Architecture）　
・配筋機能のワークフロー、ツールパレット改善（Engineering）
・アメリカとブラジルの規格に対応（Engineering）　　
・最新の製品サンプルデータ（Engineering）

・デバイスモデリング機能　　・行動機能　　
・ソフトウェア使用性（Software Usability）の向上

・交通流／車線ネットワークの表現に対応
・ブロッキング効果、最適化効果の同ネットワークモデリングに対応
・複雑なシグナルライトのモデルに対応　
・信号コントローラ／フェーズに対応　　・交通流を個別にコントロール可能　
・リンク（接続性）のない交通流にも対応　　・常時赤、或いは常時青の信号もモデリングに対応　
・フェーズ、段階ごとの最低／最高交通量を算定
・その他の最適化方法（山登り法、シミュレーテッドアニーリング）に対応
・GUI の改善、PDF、Word への出力対応

� スーパーコンピューティングとクラウドを連携させ、高度なソリューションを提供するサービス。
【提供サービス】
・Engineer's Studio�スパコンクラウドオプション　スパコンオプション解析支援サービス
・UC-win/Road・CG ムービーサービス　
・風・熱流体スパコン解析、シミュレーションサービス
・騒音音響スパコン解析、シミュレーションサービス／騒音測定シミュレーションサービス 
【提供予定サービス】　
・3DVR クラウド“VR-Cloud�サービス”　
・津波・流体解析シミュレーションサービス
・VR-Studio�騒音シミュレーションオプション
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・UC-1 シリーズ配筋図製品および、UC-Draw ツールズにて標準実装
※対応済み製品：橋脚の設計 Ver.7 ／橋台の設計Ver.8／擁壁の設計Ver.10／ 
　　　　　　　　BOXカルバートの設計Ver9／マンホールの設計Ver.2
※出力形式：IFC（Industry Foundation Classes）形式、Allplan形式、3ds形式フォーマットへの出力

・数量算出計算書のサポート　
・ODF（OpenDocument Format）への対応

PCに常駐するクライアントプログラムにより、事前に登録したファイルをスケジュール登録すること
で、定期的にWEBサーバにアップロードを行い、重要なファイルの自動バックアップを行うサービス。

地震による被害（人的／物的被害，直接／間接被害）を、構造解析と定量的な地震リスク評価によりトー
タルに評価するサービスです。不測の事態の発生に起因する事業の停止と損害に対して，予測／対策／
実行が可能となります。
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�����������������������������開発中製品情報
・経済産業省関東経済局より公募された「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」(中小ものづくり
高度化法 )に基づく特定研究開発等計画の認定を受けた開発事業。

・オフィス内の配送作業、情報伝達作業等のオフィスワーカーが必要とする軽作業を支援するサービスロボットの開
発。３Dレーザスキャンデータをベースとした３次元空間地図を実装し、自立走行、位置検出及びWebベースの
遠隔制御と管理を含むシステムを提供する。

� ・限界状態設計
� ・平成 24 年道示対応
� ・平成 24 年道示対応　

・限界状態設計

® ・平成 24 年道示対応

設計要領第二集・橋梁建設編（NEXCO 中日本）などに基づき、限界状態設計法によるI桁、箱桁の主桁設計計算
を行うプログラム。

・橋梁の架設計算プログラム第１弾
・入力された打設順序に従い、養生期間を考慮したコンクリート打設日の決定を行うプログラム

・Engineer's Studio® を用いた弾塑性法対応　　
・その他改訂内容検討中

・「竹割り型土留め工法の設計・施工マニュアル ( 案 )」に準拠した設計計算プログラム

・支保工配置の中間部に切梁設置する型式へ対応 [2]　　
・偏土圧算定用背面土砂の単位体積重量入力に対応
・腹起しの任意検討ピッチ設定に対応　　
・基準値のＨ形鋼にリース材（孔あり）を追加
・地中部に岩盤層がある場合、土圧を考慮しないで（岩盤層の土圧＝０、水圧は考慮して）計算する機能に対応

・３連ボックス　　
・単鉄筋構造　　
・人孔と矩形きょの接合部の検討　
・矩形きょと矩形きょの継手部の検討　　
・平成 24 年道路橋示方書対応版（杭基礎）

・オリフィス複数設置　　・横越流方式　
・もぐりオリフィス　　・減勢工

・河川形状、断面からの落差工形状自動決定機能　　
・本体、水叩き部の自動配筋機能

・Automesh 対応

・Automesh 対応　　
・引き戻し解析

・Automesh対応　　
・その他改訂内容検討中

・矢板式護岸の設計計算 (河川基準 )　　
・自立矢板式防波堤の設計計算

・港湾シリーズ第４弾　　
・港湾・漁港基準に準じた直杭横桟橋の設計計算プログラム

３D配筋ＣＡＤの全ての機能を継承したSaaS版。　
・モデリング機能（躯体生成機能、躯体配置機能）　　
・鉄筋生成機能
・干渉チェック機能（UC-1、3D 配筋ビューアのインポートチェック対応）

・地形対応　
・縦断走行軌跡の作図　　
・ライン走行のルート作成補助機能（走行コースに合わせたルートの設定）
・UC-win/Roadとの連携強化 (コースの出力等 )　　
・車輪位置の作図

・異種断面　　・杭頭接合部の計算　　
・パイルキャップの検討　　
・杭データベース　　
・ファイルからの杭・地層データ取り込み
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